
２０２２年１２月                                                                   ２１９号 

日 本 共 産 党 

天 王 台 後 援 会 ニュース 
     〈天王台、東我孫子、高野山、泉、下ヶ戸、岡発戸、柴崎台、柴崎、青山台、青山、南青山地域〉  〈部内資料〉 

     住所 270-11３８   我孫子市下ヶ戸182５―１９－１０３     電話 ７１８４－２６７０，      発行責任者  中村良雄 

国の予算は生活に直結しています。考えて見ましょう予算案について（その３） 

     私たちの生活が苦しいのはナゼなの 
１０月号では１）軍事費防衛省 ２）厚生労働省（福祉）を取り上げました。 

11 月号では国土交通省と農林水産省を取り上げました。最終回として直接生活に関連する厚労省

関連として社会保障についてと文部科学省関連で文教・子どもについて述べます。 

 厚労省・社会保障 
コロナ禍を受けて2月から始めた看護・介護

職などの「賃上げ」分を引き続き計上していま

すが、看護職は月１万2000円程度、介護職な

どは月 9000 円程度と不十分すぎます。しかも

看護職の対象者は大病院に限定している上、

同じ職場の看護補助者や理学療法士など多

くの他職種を対象に加えるかどうかは病院任

せという状況で現場に分断と混乱を持ち込ん

でいます。 

 さらに消費税を財源にして病床削減や医療

機関の統廃合へと誘導する「病床機能再編支

援事業」に固執しています。国民負担増・給

付削減で安倍・菅政権から２兆

円を削り込んできた、社会保障

費の「自然増削減路線」にも無

反省です。２２年度の自然増は 5600 億円と見

込んで、介護保険の利用者負担増などの議

論を進めています。 

 少子高齢化が極めて進行を早めています。

今年の出生数は８０万人を切り初めて７０万人

台となります。結婚数も急速減少、人口減が

著しく進みます。出生適齢期の対象者は極端

な円安・物価高に疲弊して出生の希望さえ失

っています。 

 文科省関連 文教・こども 
2023 年度の文部科学省の概算要求は２２

年度当初予算比で 6130 億円増の５兆 8949

億円です。その内文教関係予算は４兆 3589

億円です（事項要求を除く）。新型コロナ危機

を契機に文科省は２１年度から５年間かけ小

学校全学年を現在の４０人学級から３５人学級

に引き下げる計画です。３年目の２３年度は 4

年生が対象で、同省はそのために 3283 人の

教職員定数改善を求めています。ただし、そ

のうち 1205 人は現在自治体の判断で３５～３

９人学級の実現に充てている加配定数を振り

替えるため、少人数学級の推進に伴う教職員

定数の純増は 2078 人にとどまります。そのほ

か小学校高学年での教科担任制の推進に

950 人の加配を求めるなど全体で 5158 人の

定数改善を要求。一方、少子化や学校統廃

合による定数減が6132人に上るため、小人数

学級を進めても差し引きでは 984 人減です。

過労死水準の長時間労働の解消や子どもへ

のきめ細やかな支援に逆行しています。 

 デジタル化に巨額の配分 
 小中学校に整備されたパソコンの1人１台端

末の活用を支援する「GIGA スクール運営支

援センターの機能強化」に１０２億円（９２億円

増）、学校運営に必要な仕事をデジカル化す

る実証事業に１０億円（新規）、デジタル教科

書・教材の活用のための通信環境の調査研

究に６億円（新規）など、教育デジタル化に巨

額の予算が計上しています。     

（天王台後援会会長 中村良雄）  
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「産官学軍連携の構築」を 
自民党国防議員連盟が提言           

自民党国防議員連盟は 2022.6.14 に「産官学

自一体となった防衛生産力・技術力の抜本的強

化についての提言」を出した。「技術が戦場を支

配する」で始まるこの提言は次の 4 つの柱からな

っている。 

1，研究開発費を、今年度の約3千億円から来年

度以降は少なくとも 5 千億円以上、5 年以内に

1兆円程度に増やすこと。 

2，防衛生産力・技術力に関する戦略策定、すな

わち「産業等の調整計画大綱」を平時から策

定、研究開発の司令塔となる組織の新設。 

3，産官学自（自衛隊＝軍隊）の連携を可能にす

る体制構築、すなわち、新たな「学園都市」の

整備、「国家安全保障先端技術研究所」（仮称）

の創設に向けた制度設計。 

４、持続可能な防衛産業構築 

その上で、3 では学術界・産業界に「軍事研究

忌避の傾向が色濃く残っている」とし、「日本学

術会議において防衛研究の意義 

について予

断を排した

議論を行う」

ことを求めて

いる。 

自民党は憲

法に自衛隊を

明記し、日本

を戦争する国

にすることを以

前から狙っていたが、憲法に自衛隊を明記した

だけでは戦争をする国にできない。そこで、「産

官学軍連携の構築」を提言したわけである。 

 筆者はすでに「軍学共同研究」の危険性につ

いて我孫子革新懇ニュース第 121 号（2014 年 9

月）に書いているが、いよいよここまで来たかとの

感慨を持っている。この危険な企てを阻止するた

めに革新勢力は力を結集する必要がある。      

（天王台 浅見輝男） 

我孫子市１２月議会始まる  １１月２８日～１２月１５日 
 今議会は星野市長の４期目最後の議会になり、星野市政の１６年間に対する評価にもなります。
新型コロナのクラスター感染や第８波の流行など厳しい状況が続いていますが、我孫子市では、具

体的な対策がとられていないようで心配です。 

１２月議会での日本共産党岩井康・野村貞夫市議の質問は次の通りです。 

岩井こう議員                  野村貞夫議員 
 

 
 

 

・環境経済・都市行政について 
・高齢者の補聴器購入費用に補助を 
・行き届いた教育をめざして 

国会は、軍事費を増やすことに前のめり・際限のない軍拡競争で

は、平和は守られない・アメリカ言いなり軍事費２倍にストップを！ 

自民党は敵基地攻撃能力をもつために準備を進めています。 



どう思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                   

               

防衛問題－国民総生産GDP１％から２％へ 
（６兆円から１２兆円へ） 

◎アメリカの古い戦闘機トマホークを買って、どこを守るのでしょう。南西諸島に

自衛隊の基地をたくさん作って中国と戦争するつもり？今から敵基地能力を

持つ兵器を開発したって、競争に勝てるはずはありません。軍事力を増やせ

ば、戦争をする気があると思われます。憲法違反ではないのでしょうか？ 

◎何処からお金を持ってくるのでしょうか？ 国民に負担させる気でしょう。物価

が上がって国民はみな青息吐息です。      （天王台 M.N） 

旧統一協会問題 ― あまりに
多すぎるので調べられない？ 
◎自民党の議員は、地方議員も含めてかなり

たくさん旧統一教会信者に支えられて選挙

運動をしてきたようです。岸信介、安倍晋太

郎、中曽根康弘、金丸信など大物政治家が 

 結成時より関係を持ち、支援してきたとか。い

まさら、関係ない人を探すのがむつかしいの

かもしれません。 

◎９月千葉県議会は、「旧統一協会（世界平和

統一家庭連合）関係団体と一切関係を持た

ないという請願に対して、自民・公明党が反

対しました。千葉県では県議 12 人国会議員

6人が、旧統一協会と接点がありました。 

（10/5 朝日新聞） 

ＮＨＫは公共放送―私たち国民
から視聴料を取っているのにー 
◎「北朝鮮のミサイル発射について、すでに

落下しているのに、まだ上空を飛んでいる

ような報道に違和感を持ちました。しかも、

ロケット発射や金正恩総書記の写真が繰り

返し映され、（しかも古い映像です。）新し

い情報が報道されないのになぜ繰り返す

のか、恐怖心をあおっている様に思われま

した。 

◎ワールドカップは４年に一度ですが、定例

シリーズ番組までサッカー番組の扱いにな

っていて、無理やりサッカーファンにされて

しまうみたいでチャンネルを変えました。 

 （後援会ニュース編集会議での声） 
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2023年 我孫子革新懇  

新春のつどい 
日時  2 月13 日（月）（入場無料） 

             開場 13：45 
             開演 14：10～16：20 

場所   我孫子市民プラザ・ホール 
                    （あびこショッピングプラザ３階） 

第１部   落語 １４：１５分～１４：４５分 

         山遊亭 くま八 さん  
            お笑いで世相をぶっちぎる 落語界の若きホープ 

第２部   講演 １４：５０～１６：２０ 

     講師  福富 美穂子 さん 
            千葉県弁護士会元副会長 

            東葛総合法律事務所 

      

講演 「ジェンダー平等とはなにか」                      
           男と女の役割について、LGBTQ、 

          同性婚、男女別姓、女性の労働と貧困など 

 
 

 

 

 

 

 

主催：平和・民主・革新の日本をめざす我孫子市の会 

（我孫子革新懇） 

        連絡先； 中村良雄 ０９０－３９６４－３１１１ 


